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１．仕事の質が変わる
現代ビジネス
2014年10月



自動運転

将棋

カーネギーメロン大学



・手順通りでない分
析的な仕事

・手順通りでない交
流的な活動

Edu. 2.0/3.0

・手順通りで、マ
ニュアル化

・手順通りだが、知
識や理解

・手順通りでないが、
マニュアルに従う

Edu.1.0

THE SKILL CONTENT OF RECENT TECHNOLOGICALCHANGE: AN EMPIRICAL EXPLORATION*
DAVID H. AUTOR FRANK LEVY RICHARD J. MURNANE
The Quarterly Journal of Economics, November 2003



２．教育モデルが変わる

D.Tan, マレイシア大学
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あなたもハーバードへ 無料オンライン授業
ＮＨＫクローズアップ現代（2013年9月17日（火）
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インターネットの世界は、国境がない
人間の世界は、国境がある



富士通の同時通訳システム



３．教育システムが変わる

評 価

カリキュラム

教育方法

目標内容

他メディアICT

評価観点別評定学習効果

資質能力



大学受験者数をめぐる現状

2018年問題



・ボロニアプロセス（EUの大学の質保証）
・学士力（文科省）（日本の大学の質保証）
・社会人基礎力（経産省）
・OECDのKey competencies
・OECDの高等教育の国際評価

AHELO (Assessment of Higher Education  
Learning Outcomes )

・２１世紀の学力・Generic skills (ATC21S, 
Assessment & Teaching 21 Century Skills)

学力の標準化の動向



１．知識・理解
（1）多文化・異文化に関する知識の理解
（2）人類の文化、社会と自然に関する知識の理解
２．汎用的能力
（1）コミュニケーション・スキル
（2）数量的スキル
（3）情報リテラシー
（4）論理的思考力
（5）問題解決力
３．態度・志向性
（1）自己管理力
（2）チームワーク、リーダーシップ
（3）倫理観
（4）市民としての社会的責任
（5）生涯学習力
４．統合的な学習経験と創造的思考力

学士力（文科省）

思考力・判断力・表現力
等

知識・技能

学びに向かう力・人間性等

学力の3要素（文科省）



４．学習の仕方が変わる

評 価

総 合

分 析

応 用

理 解

知 識

ブルームの
教育目標分類

M.Jonet, シンガポール
の反転授業から
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認識的 方略的 情意的
何か どのように なぜか

見る、聞く、読む 問題解決 挑戦する

Universal Design for Learning、http://udlpd.weebly.com/ から引用

http://udlpd.weebly.com/


５．結果
① ICTの進歩は急速で、世界中の情報端末を、結んだ。
このネットワークが、世界を動かし始めた。

② 人は、グローバルな世界にふさわしい資質能力が
求められる。例えば、問題解決能力、コミュニケーショ
ン能力、情報活用能力などである。

③ 資質能力は、学力や能力の、世界で標準化されつ
つある。

④ AIなどの技術と、人は協調する時代になる。


